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B r a i n w a s h

⼈間みんなバグばっかり
脳内伝達物質�⼊れ替え遺伝⼦操作は
できるようにはならないのかい？

明⽇死んだフリでもしてていいよ
⽣きてるだけでこの世は相応しいから

点線上�なぞって歩く精神
途切れて迷⼦になった�あぁ
沿線上�習う号令
「今⽇ももっと頑張りましょう」
もう頑張ってるけど……

みんな頭のいい装いしてるけど�笑えるけれど
⾃⼰を愛し守ってる
保つ⼼の平穏を�誰も⾒透かせない
がらんどうの愛はどこへ向かって⾏くのだろう

トライアンドエラーは永遠
相殺された安堵だ�幼気な少⼥を犠牲にしたんだ

いつか灰になってもそれでいいよ
滅びるこの⾝以上の価値はないから

海岸線�笑う亡霊
「もっともっと頑張りましょう」
もう諦めたけど……

みんな頭のいい装いしてるけど�笑えるけれど
他者を憂い嘆いてる
別つ�御伽の真髄を�誰も救えやしない
有り体に⾔えば地獄の淵に⾏くだろう

騙し合い�僻み合い
理想論掲げて
⾺⿅みたい�嘘みたい
こんな幸せがあっていいの？

みんな頭のいい装いしてるけど�笑えるけれど
⾃⼰を愛し守ってる
保つ⼼の平穏を�誰も⾒透かせない
がらんどうの愛はどこへ向かって�堕ちて�堕ちて
「⽣きた証がない」？ どうでもよくない？
通りゃんせ�通りゃんせ
ここはもうヴァルハラ



⽩と真っ⿊�ハッキリさせたいなら
区別を付けな
善悪の判断すら分からないなら
by�the�way
今何時？
�
発達の進化を遂げる⽅法
教えてほしい？ 説いてほしい？
前頭葉が⿇痺する前に
区別を付けな

あっち向いたりこっちへ来たり
たったひとつも選べない
放っといてばっかり�⼝先ばっかり
あなたは選べない

操作されているのさ

許さない�許さない�

f l o a t

⼤事な⼈や壊したくないもの
区別を付けな
最悪の⼀択を選ばないように
by�the�way
今何時？

先⾒の明などありはしない
教えてほしい�解いてほしい
ヘッドフォンが外れる前に
頭を下げな

前髪変えたり�愛を捧げたり
たったひとつも違わない
本当おめでたい⾔い訳ばっかり
あなたは選べない

選べない

あっち向いたりこっちへ来たり
たったひとつも選べない
放っといてばっかり�⼝先ばっかり
あなたは許さない



あなたの理想になって�ふざけた関係を保ち
ひたひたと⼀歩遅れて�付き纏う影のない怪物

その⽇は⾬降り�滲んだ⾰靴鳴らし
わたしは傘を持てずに�しぶとく⽣きている

愛し⽅�交わし⽅
忘れてしまった
形ある⽣命を�壊すのが怖かった
すれ違いを�痛みを
分け合うことができない

汚れてしまった
汚れてしまった

わたしの理想になって
呆れた関係に終⽌符打つことができない腑抜け
逃げ惑う顔のない怪物

海⽔の⽔槽に�深く潜らせて
焼き尽くして�溺れて
⾒たくもなかった
わたしごと�こころごと
灰にして撒いて

汚 れ て し ま っ た

汚れてしまった
汚れてしまった

あなたの憂いも�こころの冷たさも
触れてみて初めて
ゼロと知るの

雷鳴と⼟砂降りの泥に塗れて
振り払って�掴んで
嘘にならないで
どうせなら�わたしごと
灰にして撒いて

汚れてしまった
汚れてしまった



夜光⾍の拡がる街を
歩いてくあたしを責めないでね

⾔ってほしいこと�してほしいこと
なるべくあげるから何も訊かないで

いつか実像と間違う⽇が来ること
明⽇には消えゆく虚像を愛すこと

綺麗なまま終わらせて

君の⻘さも�かっこ悪さも
全部全部全部全部全部
全部全部全部
⾒ていてあげる

あたしの好きな絵や映画
何も分からなくても
それでいいよ�それがいいの�きっと�

夜 光

�夜光⾍の拡がる街を
歩いてくあたしは褪せないから

聞いてほしいこと�忘れたいこと
たくさんあるけれど奥に仕舞って

いつか絶望と交わる⽇が来ること
永遠とは消えゆく記憶愛すこと

綺麗なまま終わらせて

君の弱さも�狡いところも
全部全部全部全部全部
全部全部全部
愛してあげる

あたしの好きな態度�⾔葉
ほんとのことじゃなくても
それでいいよ�それがいいの

愛とか恥ずかしいけど
全部全部全部全部全部
全部全部全部
あたしをあげる

だからね�好きな絵や映画
何も分からなくても
それでいいよ�それがいいの
きっと
�



すべて喰らい尽くして
(わたしはわたしに�あなたはあなたに)
(少しも)痛みなど感じないように(⼼臓を返す)
(わたしの)⼿を繋いでいてほしい(届かぬ光)
もう何も⾒えない

この世の愛をすべて
塞いで�塞いで�塞いで�塞いで
塵が積もったことにしていた

安寧はただそこにあって
歌って�歌って�歌って
キリがないでしょう

すべて喰らい尽くして
(わたしはわたしに�あなたはあなたに)
(少しも)痛みなど感じないように(⼼臓を返す)
(わたしの)⼿を繋いでいてほしい(届かぬ光)
もう何も⾒えない

リ ビ ン グ デ ッ ド

⾜並み揃った影を並べて
⼀、⼆、三の四でジャンプ
死にたがった�夢を⾒ていた

空洞はただ待ち構えて
歌って�歌って�歌って
意味がないでしょう

すべて解りたくて
(わたしはわたしを�あなたはあなたを)
(明⽇を)奪い去って�思い出さないように(引導を渡す)
(わたしの)劈く�悲鳴は⽌まない(闇は消えない)
もう何も

すべて喰らい尽くして
(わたしはわたしに�あなたはあなたに)
(少しも)痛みなど感じないように(⼼臓を返す)
(わたしの⼿を繋いでいて�⽕は消えない)
もう何も�



君を歌って�夜に混ざって
どれほど楽になれるだろう
ほどいたはずの真綿が優しく絡むのに

君を歌って�⽇々を纏って
⾏き場のない感情
今もそうこのままで�咲いて

海上に浮かぶ�ありふれた希望を探してる
藍⾊のカーテンは�装うこともないのに揺れてる

きっとまたひとつずつと失ってゆくのだろう
際限なく続く⾜⾳
責め⽴てるように追う

君を歌って�夜に混ざって
どれほど楽になれるだろう
忘れたい悪夢も�反芻してしまうけど

君を歌って�⽇々を纏って
記憶も愛して⽣きたい
わたしは笑いたい�君とふたり

⻘

最上を彩る�ありふれた呪いを集めた
最近のネットニュース�訝ることもなく信じてる

いつかまたひとりずつと憐れんでしまうのだろう
さもしいわたしを笑うのだろう

君を歌って�夜に混ざって
どれほど楽になれるだろう
ほどいたはずの真綿が優しく絡むのに

君を歌って�⽇々を纏って
⾏き場のない感情
今もそうこのままで

君を歌って�夜に混ざって
どれほど強くなれるだろう
明かした⼿の内�泡沫と消えゆく

君を歌って�君を想って
記憶も愛して⽣きたい
わたしは笑いたい�君とふたり

このままで�咲いて



きみとならどこへでも⾏けるよ
⽻ばたく明⽇へのステージへ
⾛り抜けるよ�逆境も
終わらない旅路と交わした約束
⼤空に放つ
前へ！

今⽇までは間違って
ああ�いつだって⽣きてきた
明⽇を放り出して
変わらないんだって思ってた

清く正しく在ることが愛と
今は誇り笑うことができる

⾒えなかったあの⽉は今では
⾜下を照らしてる�向こうまで
勝ち続けるよ�絶対に
後悔のないような⽣き⽅でいたい
⼤空に放つ
前へ！

S P ARK !

気になったお店だって
「今⽇はやめ」って先延ばし
やらなきゃいけないって
⾃⼰犠牲っぽい⽪⾁だね

ひとつ成し遂げることの⼤きさを
胸の痛みが代償と信じた

綺麗だったあの場所は今でも
⼼の奥さえも揺らしてく
終わらせないよ�正解は
切り拓く�過去�未来�⼤きく在りたい
⼤空に放つ
前へ！

きみがどうしても悲しい気持ちで
⽣きていたいなら⾔わないよ
泣いたり�転んだり�塞ぎ込んでも
⽕花は消えない
綺麗だった

きみとならどこへでも⾏けるよ
⽻ばたく明⽇へのステージへ
⾛り抜けるよ�逆境も
終わらない旅路と交わした約束
⼤空に放つ
前へ！



ねぇ気分はどうだい？
「ここから本当のわたしが⾒える」
そう思うならそのまま座っていなよ

⾒飽きたビルの窓と君らが嫌ったあの先⽣は
もうすぐ会えなくなってしまうらしい

⽿を疑うひどいニュースも
⾝近に感じればいずれ⿇痺するのだろう

時が経てば�時間が解決するから
⼝を揃えて同じ呪⽂呟いて

愛してと愛してといくら強請っても
もう君の影は消えてゆく
愛してた過去を忘れたくたって
わたしは君を憶えている

憶 え て い る

ねぇ気分はどうだい？
あれから幾年の⽉⽇が経ち
残る傷⼝に愛を込めて

⾒慣れた部屋の隅に置かれたあの⼦の腕時計は
未だ返せずにまだ⽣きている

錆びたガラクタの命はもう
とっくの昔に尽きてしまっているのに

時が経てば�時間が解決するから
⼝を揃えて同じ呪⽂呟いて

泣いていた泣いていた
開いた⼼の疼いた傷を癒してくれ
愛してと愛してと叫ぶ君の声に
まだ騙されそうになるけど

もう痛いよ
君の声がわたしの名を呼んでくれる度に
張り裂けそうになるの
昔⾒たあの情景が揺らめいて

⽴っていた⽴っていた
思い出の丘で
気付けば夜の真ん中だ
もういいかい�もういいよ
知らせた電話の向こうに君はもういないよ
わたしは君を憶えている



諦めた夜も�指差され泣いた⽇々も
すべて宝物よ
ひとりが好きだって�強がる愛しさを
もう⼿放すこと�それが強さ

しがらみが命を啄もうとも
伸びゆく枝先の花弁は
願える
未来になる

⼿放した両眼はわたしの枷とハンデよ
澄み渡った空など⾒えなくていい
正しく在りたい�正しく成れない
それでもいい�あなたが聴いてくれる

開いたドアのその向こう
交わらぬ残像�透明

夢⾒た⽇々を諦めきれない
昨⽇のウワゴトに引きずられてしまう
嘘ばっかの明⽇をいつまで続けるの？
⾃問⾃答�期⽇を決める�今

⼿放した両眼はわたしの枷とハンデよ
澄み渡った空など⾒えなくていい
正しく在りたい�正しく成れない
それでもいい�あなたが聴いてくれる

夢⾒た⽇々を諦めきれない
昨⽇のウワゴトに引きずられてしまう
嘘ばっかの明⽇をいつまで続けるの？
⾃問⾃答�期⽇を決める合図

振り払った夜も�傷つき泣いた夜も
綺麗に�繕っていた
孤独を遮って�寄る辺ない寂しさに
⼿を伸ばさぬこと�それが強さ

企みに溺れてしまわぬように
浅ましい⼼を本物と
成り代わらぬように

開いた傷はわたしが埋めるの
痛みは必要だと思わないけど
作られたレールを⾛るのが正しい？
そんなこと�知らない⽅がいいよ

透 過



怖くて⽖と⽖を合わせていた
震えて隠したサイン

爛れた顔も傷も�抉っていた
棲み分けもできぬ動物だ

意味などいらない
ただそこに存在するのならば
すべてを葬り
わたしはあなたの盾になろう

燃やして(強く強く)
⽕種が燻る暇もないほど
燃やして(あなた抱いて)
振り解く暇もないほどに

茜⾊の空が落ちてきた
⼤事さも知らないくせに
燃やして

焼 却 炉 に て

あなたの声も温度も忘れていた
呆れて許して欲しい

朝⽇の射した窓は塞いでみた
聞き分けの悪い⾃堕落だ

光を遠ざけ
できるだけ暗闇に埋もれた
明⽇が来ないと
わたしは眠ることができた

燃やして(強く強く)
⽕種が燻る暇もないほど
燃やして(あなた抱いて)
振り解く暇もないほどに

朝焼けの⾊は覚えていた
あなたが好きな空の⾊
燃やして

微かな澱みがもう綺麗に透き通っていく(深く)
陽だまりに⾝を寄せ合って

燃やして(強く強く)
⽕種が燻る暇もないほど
燃やして(あなた抱いて)
振り解く暇もないほどに
燃やして(強く強く)
あなたを照らす太陽になるなら
燃やして



空 っ ぽ

僕の終わりより世界の終わりより
君の終わりが儚くありますように
格好悪くでも⽣き永らえてよ
⾒せてくれ�命を

綺麗な夢から覚めた僕は
くだらない戯⾔を並べて
犠牲にしたのはいくつの⾔葉
⽩けた顔が鏡に映る

君の中に潜む全て
⾝体中を巡る気持ち悪さ
僕の中に�僕の中に�僕の中に
君は居るのに

ねぇ僕は空っぽだから�空っぽだから
⾊を付けて、匂いを付けて、僕を⽣かしてよ
季節も分からない僕をあなたで満たしてよ
あなたの悴んだ指を感じさせてよ

空っぽだから�空っぽだから

ねぇ僕は空っぽだから�空っぽだから
痕を付けて、明かりを消して、僕を犯してよ

ねぇ僕は

ねぇ僕は空っぽだから�空っぽだから
傷を付けて、痛め付けて、僕を揺すってよ
少しの痛みで僕はあなたに救われるんだよ
あなたの体温、視線や仕草全て愛しい
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